








































飲み､ それを飲みおわると､ 我が子を呼んで 『楚




が描かれている｡ いったいこの ｢青虫｣ は何か｡




















とあるように､ 蚕をはじめとした ｢蛾の幼虫｣ の
類や ｢蜘蛛｣ などが容易に思い浮かぶであろう｡
しかし筆者は､ 秦観の詩に見える ｢秋の糸を吐く
青虫｣ は ｢蝉｣ だと考えている｡ ｢蝶蛾の幼虫｣
や ｢蜘蛛｣ ならばともかく､ ｢蝉｣ は糸など吐か
ないではないかと思われるかもしれないが､ 実は







れば､ 広くそれを ｢青虫｣ と称している｡ 実際､
唐宋の詩においても､ ｢蝶蛾の幼虫｣ に限らず､














































た ｢青虫｣ と表現されうるわけであるが､ これだ
けでは秦観の詩に見える ｢秋の糸を吐く青虫｣ を
｢蝉｣ と判断するには､ 論拠としては､ まだまだ
弱いであろう｡ なぜなら､ ｢蝉｣ は ｢糸を吐く｣
虫ではないからである｡ ｢糸を吐く｣ という行為
を基準に考えるならば､ ｢蝉｣ 説よりは､ 確かに
｢蝶蛾の幼虫｣ 説や ｢蜘蛛｣ 説の方が有力な説と
いうことになろう｡
しかし､ 冒頭でも述べたように､ 実は ｢秋の糸
を吐く｣ という表現こそが､ 秦観の詩の ｢青虫｣
が ｢蝉｣ である可能性を有力に支持する論拠とも







































































に喩えているのであろう｡ ｢蛻｣ は､ 殻から抜け






このように劉兼の ｢新蝉｣ 詩には､ 蝉に縁のあ
る語が多く用いられているのであるが､ 注目すべ
きは､ その第四句目に ｢声引秋糸 [声は秋糸を引
きて]｣ とあるように､ 蝉の鳴き声との関連で
｢秋糸｣ という言葉が用いられている点である｡
蝉は糸を吐く虫ではない｡ よって､ ここでの ｢秋
糸｣ は何らかの比喩的な表現だと思われる｡ では











いはまた､ 南朝梁・江淹の ｢燈賦｣ (『初学記』 巻


















江淹はここで､ ｢怨む｣ ｢傷む｣ という言葉で象
徴される複雑に乱れる ｢秋の情｣ を ｢糸｣ に喩え
ているのである｡ おそらくは糸のもつれて解きほ
ぐすことができない状態に喩えているのであろう｡
そしてその ｢秋の情｣ は､ 劉兼の ｢新蝉｣ 詩の
｢只知送恨添愁事｣ の句にも通じるであろう｡ あ
るいは劉兼は､ 江淹の ｢秋情若糸｣ の句を縮めて
｢秋糸｣ とし､ ｢もつれる糸のように乱れる秋の思
い｣ という意味を表す言葉として用いたのではな




る ｢秋の糸を吐く青虫｣ についても､ ｢もつれた
糸のように乱れる秋の思いを､ 吐き出すかのよう
に鳴いている｣ という意味において､ ｢蝉｣ と捉
えることが可能となるのではないだろうか｡
四､ 結語
以上の考察により､ 秦観の ｢秋日｣ 詩の結句に
見える ｢青虫｣ について､ すでに行われている







｢青虫相対吐秋糸｣ からは､ ｢青虫｣ の ｢青｣ と
｢糸 (生糸)｣ から連想される ｢白｣ といった視覚
面での色彩的効果が読み取れるだけでなく､ ｢蝉
の鳴き声｣ といった聴覚的な効果をも読み取るこ
とが可能となり､ ｢蝶蛾の幼虫｣ 説や ｢蜘蛛｣ 説
に比べ､ イメージの上で広がりが認められるであ
ろう｡ そればかりか､ ｢蝉｣ 説に立って解釈して
こそ､ はじめて前半二句と後半二句の内容面にお
ける連関が､ より明確になるものと思われるので




我が子を呼んで 『楚詞』 を勉強させる｡ 》

















の ｢九弁｣ という作品も収められている｡ この時､
秦観が息子に読ませていたのは､ あるいは宋玉の



















(１) 諸本はおおむね ｢蝶蛾の幼虫｣ 説を採る｡
｢蜘蛛｣ 説を採るものに､ 『宋詩選』 (今関天
彭・辛島驍著／漢詩大系16､ 一九六六年､ 集
英社)､ 『宋人七絶選』 (毛谷風著､ 一九八七､
書目文献出版社) などがある｡
(２) ｢中国古典詩歌に見える ｢青虫｣｣ (『語研
ニュース』 20号､ 2008年12月) を参照｡
(３) 牛亨問曰､ ｢蝉名斉女者､ 何也｣｡ 答曰､
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豹 『古今註』 巻下 ｢問答釈義｣]
(４) ｢双関語｣ とは､ 例えば ｢藕 (u) ＝ハスネ｣
という字から同音の ｢偶 (u) ＝つれあい｣
という字を､ 同様に ｢蓮 (lin) ＝ハチス｣
という字から同音の ｢憐 (lin) ＝いつくし
む｣ という字を連想させる､ ｢掛け詞｣ に似
た修辞技法を言う｡ 拙文 ｢ハスに託した恋心｣
(『語研ニュース』 16号､ 2006年12月) を参照｡





























最終句の ｢吐之｣ の ｢之｣ は､ ｢余糸 (ys)
＝たくさんの糸｣ を指すが､ それがさらに同
音の ｢余思 (ys) ＝ありあまる思い｣ を連想
させる働きをしていることは明らかであろう｡
[付記]
本稿は､ 拙論 ｢秋の糸を吐く青虫―秦観 ｢秋日｣





















ものは､ (1a, b) の辞書であり､ 後者にあたるも
のが (2) や､ 研究社の 『新英和大辞典 第６版』
のようないわゆる大辞典である｡
(1) ａ. 井上永幸・赤野一郎 (2007) 『ウィズダ
ム英和辞典 第２版』 三省堂
ｂ. 小西友七・南出康世 (2006) 『ジーニア
ス英和辞典 第４版』 大修館書店
(2) 松田徳一郎 ほか (1999) 『リーダーズ英和辞
典 第２版』 研究社
｢発信型｣ 辞典のさきがけは (1ｂ) の 『ジー
9
英語の辞書について (１)
―英和辞典―
法学部
北尾 泰幸
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